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１．はじめに 
東名阪自動車道は，名古屋市の周辺 10km 圏に位置する環状道路で，

自動車専用道と国道で構成され，大半が半地下化された掘割構造を採

用している．作業スペースが狭隘で，かつ境界に近接している都市部

では施工の合理化が必要であることから，土留め壁の鋼管矢板を本体

利用した検討および試験施工を実施してきた．今回，掘割構造区間延

長 324m での実施工の適用は，当工事が初めてとなる．(写真-1，図-1)

実施工における最重要課題は， 

［1］鋼管矢板が本体壁となる為，建込み施工の高精度化 

［2］鋼管矢板と躯体が一体化する隅角部の結合における品質確保 

であった．そのうち，本稿で

は［1］の鋼管矢板の建込みに

おける施工実績を報告する． 

２．施工概要 
本工事の掘割部は，ランプ

合流による拡幅部があり，標

準断面の 2倍以上の広幅員と

なる．その土留壁として鋼管

矢板地中連続壁を施工するもので，固化体

は現位置撹拌式泥水モルタルである．地質

は，矢田川累層で固結した粘土，砂，礫からなる．上層より，埋土層 Bs(Ｎ

値≒0～3)，洪積粘土層 Pc4（Ｎ値≒12～25），砂礫層 Ps4（Ｎ値≒10～39）

が互層に堆積している．施工箇所は開析作用を受けた斜面に位置し，起伏

と坂の多い地形であり，工事起点から終点の縦断方向に 4～5％の下り勾配

を呈している.構造概要および地質概要を図-2，表-1 に示す．また、本工

事は更なる合理化の為、逆巻き工法で施工した．施工手順を図-3 に示す． 
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写真-1 掘割構造 

図-1 工法と施工幅の関係 

図-3 逆巻き工法施工手順 

①鋼管矢板 ②頂版構築 ③2 次掘削 

④底版構築 ⑤柱壁構築 ⑥竪壁構築･埋戻 

表-1 土留構造概要 

図-2 地質概要 

土木学会第65回年次学術講演会(平成22年9月)

 

-583-

 

Ⅵ-292

 



３．本施工の鋼管矢板建込み工法における特徴 

鋼管矢板の施工は，連続した延長324m間において鋼管最長24mを建込む大規模な工事である．その鋼管は

本設の壁構造となる為，建込みのズレは設計上許されないことから，以下の厳しい管理値を設定し施工した． 

(1)平面位置は本体の躯体同様の規格値±20mm

以内の精度とした． 

(2)鉛直精度は内空および施工目地を確保する

ことから1/500以上の精度とした． 

４．施工上の工夫とその管理手法 

精度管理の改善の為に次の工夫を実施した． 

(1)平面位置および高さの精度管理 

①躯体ブロック目地に合わせ，鋼管位置，向き

および天端勾配を考慮して連壁のエレメント

割を設定した．(図-4) 

②延長方向の伸び防止の為、鋼管の建込みは先

行・後行の千鳥施工とし，先行建込みは水平変

位および回転防止の為，専用定規を作製使用し

て，位置管理を徹底した．また，後行建込みの

鋼管の継手位置を検査する目的で，定規を作製

し管理した．（写真-2～5） 

③縦断勾配に対して天端管理は，鋼管内に設置

したゲビン棒を仮設桁(カンザシ)に固定して

高さの微調整を1本毎に行った．また，鋼管の

沈下を懸念し，鋼管解放時期の設定は試験施工

により確認した． 

(2) 鉛直性の精度管理について 

①掘削は鋼管矢板の精度および現場条件を考慮し，鋼管矢板φ900mmに対して

幅1.2mのトレンチ工法によりバケット懸垂式クラムシェルで施工した． 

②掘削鉛直精度は，管理値を設定し，掘削精度を向上させる目的で超音波測定

を5m毎に行った．（図-5） 

③建込み時の鉛直精度は，2方向から終始管理をした． 

施工時の管理値の一例を下図に示す．(図-6 平面/高さ管理，図-7 鉛直性管理） 

結果，鋼管位置は横断方向に最大値で+20mm，縦断方向0mmを確保した．  

５．まとめ 
都市部において，施工の合理化のために連続延

長 324m に及ぶ鋼管矢板の本体利用の実施工を

厳しい管理の下で行った．(写真-6) 

①鋼管矢板連続地中壁の施工は，平面横断方向で

+20mm，鉛直性は1/1000以上の高精度を確保する

ことができた． 

②鋼管矢板の土留め壁を本体利用できることか

ら，在来施工より掘削断面を約4～5m縮小でき，

作業ヤードの制約がある都市部での大深度地下

構造施工に有効であることを確認した．  
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写真-4 後行建込み 

写真-3 位置確認状況 写真-2 専用定規 

写真-5 高さ調整状況 

図-4 エレメント割りと鋼管矢板の位置関係 

図-6 位置管理シート 

図-7 鉛直管理シート 写真-6 鋼管矢板施工完了

鋼管矢板（正面）

２次掘削後

（頂版）

図-5 掘削管理シー
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